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NEDOについて
NEDOとは

NEDOのミッション

イノベーション・アクセラレーターとしてのNEDOの役割

[エネルギー地球環境問題の解決] [ 産業技術力の強化 ]

技術戦略の策定、プロジェクトの企画・立案を行い、プロジェクトマネジメントとして、
産学官の強みを結集した体制構築や運営、評価、資金配分等を通じて技術開発を推進し、
成果の社会実装を促進することで、社会課題の解決を目指します。



研究開発型ベンチャーの育成

NEDOでは第４期中長期計画（2018年度～2022年度）で取組む計画をまとめています。
技術戦略の策定から社会実装までの技術開発マネジメント機能を強化し、チャレン
ジングな研究開発の推進、オープンイノベーションの促進や研究開発型ベンチャー
企業の育成に取組んでいます。

NEDOの研究開発事業では「社会実装に向けた重点テーマの研究としてナショナ
ルプロジェクト」と「NEDOのミッションの範囲で新たな研究シーズの掘起し、
スタートアップ支援に向けたテーマ公募型事業」に取組んでいます。

●イノベーションの新しい担い手を発掘し、新規事業の創出につなげる
研究開発型ベンチャーの育成
経済の活性化や新規産業・雇用の創出の担い手として、新規性・機動性に富んだ「研究開発型ベン

チャー」等の育成が重要です。そこで、シーズ発掘から民間リスクマネーの獲得、事業化支援に至る

まで、シームレスな支援を行うことで、ベンチャー・エコシステムの構築を推進。

また、官民支援機関や地方との連携体制を強化し、研究開発型ベンチャーの底上げを目指します。



中小・スタートアップ企業の事業化支援

●技術シーズ・起業家の発掘から実用化開発までシームレスな支援を実施
NEDOでは技術シーズの段階から、実用化研究開発といったさまざまなフェーズを対象とし
た、幅広い支援を行っています。
事業化に向けてベンチャーキャピタルや法律・会計・知財等の専門家からの助言を行う制度
も用意、「事業者に寄り添う」支援を幅広く行うことで、研究開発のみならず、ビジネスプ
ランの向上や事業領域の拡大を図り、技術シーズを事業化につなげることを目指しています。


